
2017

７  
№136

広　報
み な み あ い づ

Public relations of Minami-aizu

吹き込む風が気持ちいイイ！
「お座トロ展望列車試乗会」
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25 健康通信
むし歯「ゼロ」のお友だち / 子宮
がん施設検診を実施します / 乳幼
児健診・相談カレンダー / ７・８
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悔やみ申し上げます / まちの人口 /
編集後記

28 栄えある受賞（高齢者叙勲）/ 若者
応援

今月の表紙
恒例の「お座トロ展望列車」試乗会

窓のないトロッコ列車で
風を感じる子どもたちのようす

７
月
18
日 

開
庁

　

２
月
末
の
完
成
予
定
か
ら
遅
れ
る
こ
と
約
５
か

月
、
復
興
需
要
に
よ
り
建
設
資
材
の
確
保
の
遅
れ

な
ど
の
要
因
を
乗
り
越
え
て
建
設
さ
れ
て
き
た
新

庁
舎
の
開
庁
が
、
７
月
18
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
現
庁
舎
に
隣
接
し
て
平
成
27
年
８

月
に
建
設
を
開
始
。
鉄
骨
造
り
三
階
建
て
（
一
部

四
階
建
て
）で
、
延
べ
床
面
積
は
約
４
８
０
０
平

方
㍍
。
町
民
が
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
て

い
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、〝
ん
だ
べ
ぇ
〟
が
新
庁
舎

の
平
面
図
で
内
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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新
庁
舎
平
面
図

田島中学校

会津田島駅

宇
都
宮

会
津
若
松

方   角

－ 新庁舎の内部を簡単に紹介するべぇ －
【１階】

◆主に「窓口」業務を担う課が配置されてるべぇ。
◆正面入口左側には、みんなが利用できる「カフェ」「町民ラウンジ」「多目的ホール」が備わってるべぇ。
◆３階まで吹き抜けの「光の間」からは、あたたかな光が差し込むべなぁ。
◆エレベーターにも乗ってみるべぇ

【２階】
◆総務・企画・現業業務を担う課が配置さてれるべぇ。
◆「町民ワークスペース」「協働フォーラム」を利用して、みんなで“まちづくり ” を進めるべぇ。
◆「災害対策本部」は心強ぇーが、やっぱ災害は「ない」に越したことはないべぇ

【３階】
◆教育委員会（学校教育課）・議会事務局が配置されてるべぇ。
◆正庁・議場など、いろんな会議が開催されるフロアになるべぇ。

※御蔵入交流館から「学校教育課」と
　「健康増進係」が移動してきます。
※「灰色」の部分は、書庫や機械室、
　職員の更衣室などです。

１階

（夜間窓口）

正面入口

正
面
入
口

６２- ６１５０

６２- ６１１０６２- ６１２０

６２- ６１７０

６２- ６１４０

３階

６２- ６３１０

６２- ６３００

２階

６２- ６１００６２- ６２１０６２- ６２００６２- ６２２０

６２- ６３２０

６２- ６２３０
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地
域
農
業
の
発
展
と
農
用
地
の
保
全
を
目
指
し
て

荒
海
５
行
政
区
（
川
島
・
関
本
・
藤
生
・
古
今
・
糸
沢
）
が
「
荒
海
ほ
場
整
備
組
合
」
を
設
立

　
「
地
域
農
業
の
将
来
を
展
望
す
る

と
、
現
役
世
代
は
高
齢
化
し
、
離
農

者
の
増
加
が
心
配
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
農
業
基
盤
整
備
の
強
化
と

生
産
性
の
向
上
、
さ
ら
に
は
将
来
に

わ
た
り
地
域
農
業
を
発
展
さ
せ
る
た

め
、
農
用
地
を
保
全
す
る
事
業
に
５

つ
の
行
政
区
が
共
同
で
取
り
組
む
。」

　

５
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
「
荒
海

ほ
場
整
備
組
合
」の
設
立
総
会
に
は
、

関
係
者
ら
計
30
人
が
出
席
。
設
立
の

趣
旨
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
規
約

や
予
算
案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

川島区

関本区

古今区

藤生区

糸沢区

発起人を代表して室井良一川島区長があいさつ

荒海ほ場整備組合役員
役　職 氏　名 行政区

組　合　長 室井　良一 川島
副組合長 青島　吉邦 関本
庶　　務 渡部　兵一 古今
会　　計 弓田　正直 糸沢

委　　員

星　源太郎 川島
渡部　和幸 関本
湯田　幸夫 藤生
広野　忠司 古今
渡部　忠一 糸沢

監　　査
星　　明則 藤生
渡部　貞吉 藤生

　

引
き
続
き
決
起
大
会
で
は
、
大
宅

宗
吉
町
長
、
室
井
嘉
吉
町
議
会
副
議

長
、
松
村
正
彦
南
会
津
農
林
事
務
所

農
業
振
興
普
及
部
長
か
ら
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
組
合
を
代
表

し
て
弓
田
正
直
さ
ん
（
会
計
＝
糸
沢

区
）
よ
り
、
県
と
町
に
対
す
る
支
援

と
目
標
達
成
に
向
け
た
今
後
の
取
り

組
み
に
対
す
る
決
意
が
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

組合を代表して決意を表明する弓田正直さん（右から２人目）

このページに掲載されている農地の　区割りはあくまでも予定です。

祝辞を述べる、右から大宅町長、室井副議長、村松農業振興普及部長
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会津田島祇園祭 屋台歌舞伎の演目（あらすじ）と出演者
絵
え ほ ん た い こ う き

本太功記　十
じゅうだんめあまがさきかんきょ

段目尼崎閑居の場
ば

　本能寺で小田春永（織田信長）を殺害した、武智光秀（明智光秀）の物語。
　母の皐月は、息子の光秀が君主を殺したことを非常に責めていました。それは、武士としての道徳に反すると
いう考えからです。
　しかし、妻の操は夫に従うしかありません。嫁、妻、母３人の女の前で、みるみる家庭が崩れていきます。

時
と き つ か ぜ

津風日
ひ

の出
で

の松
まつ

　鴫
しぎやまじょうない

山城内の段
だん

　田島地域にある中世の山城「鴫山城」が舞台。
　天正年間、城主の長沼盛秀が伊達政宗の軍勢に攻められ恭順の意を示すか、一戦を交えるか判断に迷うが、合
戦になれば長沼家の滅亡は目に見えていると考えた諸士頭の隼人之助は、罪を一身に背おうため伊達の重臣の目
の前で切腹し命をかけて伊達家との和睦を嘆願する物語。

星　歩
あ ゆ む

夢
（田島小学校６年）

隼

人

之

助

鈴木　奏
か な た

汰
（田島小学校４年）

長

沼

盛

秀

湯田　我
が く

空
（田島小学校６年）

片
倉
小
十
郎

相田　航
こ う た ろ う

太郎
（田島小学校１年）

皆

川

久

馬

君島　寧
ね い る

琉
（田島第二小学校３年）

御

台

所

渡部　彩
あ む

夢
（田島小学校５年）

千

草

君島　杏
あ い る

衣琉
（田部原保育所年長）

若

愛

室井　明
あ け み

美

千
草
（
22
日
）

猪股　彩
あ や か

可

千
草
（
23
日
）

渡部　愛
あ い り

理
（田島小学校３年）

若

愛

星　　貴
たかはる

晴
※23日文化ホール公演

義

太

夫

星　　　慎
まこと

片
倉
小
十
郎

土橋　一
か ず ま

馬

皆

川

久

馬

吉田　正
ま さ こ

子

御

台

所

渡部　珠
し ゅ ら

羅
（田島高等学校１年）

隼

人

之

助

渡部　浩
こういち

一

長

沼

盛

秀

大竹　礼
れ い こ

子
（田島小学校５年）

武

智

光

秀

渡部　　葵
あおい

（田島小学校４年）

十

次

郎

星　　真
ま う

羽
（田島小学校６年）

操

星　　萌
も え か

佳

皐

月

大橋　みそら
（田島小学校５年）

初

菊

渡部　璃
り お

央
（田島第二小学校３年）

真

柴

久

吉

渡部　　廉
れん

（田島第二小学校２年）

佐

藤

正

清

一
いちのたにふたばぐんき

谷嫩軍記　須
す ま

麿の浦
うら

の段
だん

　時は源平の戦。都を落ちのびた平家の陣に源氏方が攻め寄せ、平家が敗路する物語。
　先陣は熊谷次郎直実と小次郎直家の親子。平敦盛が熊谷に討たれ、敦盛の許嫁玉織姫が平山武者所に刺されま
す。しかし、実はこの敦盛こそが乱戦の中で敦盛になりすました小次郎直家であった。

長谷川　侑
うきょう

杏
（田島小学校４年）

熊
谷
次
郎 

直
実

長谷川　亜
あ も う

孟
（田島小学校１年）

平　

敦

盛

渡部　夢
む う あ

優明
（田島小学校６年）

平

山

猪股　和
か ず さ

彩
（田島中学校２年）

玉

織

姫

子
ど
も

大

人

【会津田島祇園祭屋台歌舞伎とは・・】

　会津田島祇園祭では、江戸時代から明治初期にかけて屋台上で子供歌舞伎が上演されていました。
　昭和２５年から１０年ほどは地元青年会により演じられていましたが、その後はしばらく上演は途
絶えていました。
　しかし、屋台歌舞伎の伝統と子供歌舞伎の希少性から復活させようという機運が高まり、平成６年
に約１２０年ぶりに復活して現在に至っています。
 　日頃の稽古の成果を存分に発揮しますので、役者の熱演をぜひご覧ください。
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
の

有
効
期
限
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

申
請
に
よ
り
、
世
帯
員
全
員
の
住

民
税
が
非
課
税
の
方
へ
交
付
さ
れ
て

い
る
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
も
、
７
月

31
日
（
月
）
で
す
。

　

住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係
の

窓
口
で
、
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
に

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

75
歳
に
な
ら
れ
た
方
、
ま
た
は
何

ら
か
の
事
由
で
年
金
か
ら
の
天
引
き

が
で
き
な
い
方
に
「
平
成
29
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
賦
課
決
定

通
知
書
・
納
入
通
知
書
」
を
８
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す

　

 

加
入
で
き
る
方

　

65
歳
か
ら
74
歳
で
障
害
年
金
や
障

害
者
手
帳
な
ど
の
等
級
が
次
に
該
当

す
る
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
加
入
の
意
思
が
あ
る
方
。

▽
障
害
基
礎
年
金
（
１
・
２
級
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
・
３
級

　

お
よ
び
４
級
の
一
部
）

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
・

　

２
級
）

▽
療
育
手
帳
（
重
度
）　

Ｑ１：加入するとどうなるの？

①医療機関での診療にかかる窓口負担の割合が

　１割（現役世代並みに所得がある方は３割）

　で医療を受けられます。

②医療機関に支払う１か月あたりの自己負担限

　度額も低く設定されています。

③後期高齢者医療制度の加入者は、一人一人が

　保険料を負担します。

　そのため、これまで保険料を負担していな

　かった被用者保険などの被扶養者の方も保険

　料が発生します。

Ｑ２：脱退したいときは？

　７５歳の誕生日前であれば、後期高齢者医療

制度から脱退することができます。

　役場で手続きいただくと、国民健康保険や被

用者保険などに加入することができます。

国
民
健
康
保
険
「
被
保
険
者
証
」

一
斉
更
新
の
お
知
ら
せ

【国民健康保険・後期高齢者医療の問合せ】
住民生活課　国保年金係　　　　　　0241-62-6120
舘岩総合支所　町民課　住民税務係　0241-78-3345
伊南総合支所　町民課　住民税務係　0241-76-7712
南郷総合支所　町民課　住民税務係　0241-72-2224

新
し
い
被
保
険
者
証
は
「
オ
レ
ン
ジ
色
」
で
す

【「
被
保
険
者
証
」
使
用
上
の
注
意
！
】

①
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
被
保

　

険
者
証
を
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
は
、
誕
生
日
の
翌
月
か
ら

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
、
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者

　

証
を
合
わ
せ
て
医
療
機
関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

　
（
自
己
負
担
金
）
は
、
18
歳
以
下
（
18
歳
の
誕
生
日
以

　

降
最
初
の
３
月
末
ま
で
）
は
０
割
、
19
歳
か
ら
69
歳
ま

　

で
は
３
割
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
は
、
高
齢
受
給
者
証

　

に
記
載
さ
れ
た
割
合
に
な
り
ま
す
。

④
転
出
な
ど
で
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、

　

直
ち
に
被
保
険
者
証
を
問
合
せ
先
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

　

い
。

　

な
お
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
と
き
や
、

　

被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
勤
務
先
の

　

保
険
証
と
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を
添
え
て
問

　

合
せ
先
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
⑤
被
保
険
者
証
の
記
載
事
項
（
住
所
・
氏
名
・
世
帯
主
な
ど
）

　

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
被
保
険
者
証

　

を
添
え
て
問
合
せ
先
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

⑥
特
別
な
事
情
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
税
を
滞
納

　

し
て
い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
証
を
返
却
し
て
い
た
だ

　

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
保
険
税
は
、
医
療
費
給
付
の
財
源
で
あ
る
こ

　

と
か
ら
、
保
険
税
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
を
、
７
月
下
旬
に
加
入
者
一
人

一
人
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
、
８
月
1
日
以
降
に
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て

い
る
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
（
月
）
で
す
。

　

個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た

め
各
自
が
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
か
ら
新
し
い

被
保
険
者
証
に
変
わ
り
ま
す

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
認
定
証
」
の
更
新
手
続
き

平
成
29
年
度
保
険
料
の
お
知

ら
せ

　

ま
た
、
す
で
に
4
月
以
降
の
年
金

か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
4
月
に
「
仮
徴
収
開

始
通
知
書
」
を
お
送
り
し
、
４
・
６
・

８
月
の
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　

10
月
以
降
の
保
険
料
額
は
、
追
っ

て
「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

み
ほ
ん

ご
検
討
く
だ
さ
い　

 

加
入
手
続
き
に
つ
い
て

　

制
度
へ
加
入
し
た
い
方
は
、
次
の

必
要
書
類
を
準
備
し
て
、
役
場
担
当

係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

必
要
書
類

○
障
が
い
の
状
態
を
確
認
で
き
る
手

　

帳
や
年
金
証
書
な
ど

○
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
証

○
印
鑑

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
に

一
斉
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、

７
月
下
旬
に
各
世
帯
分
を
世

帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
紛
失
な
ど
に
十
分
注
意
し
、

　

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

　

い
。

　

平
成
29
年
８
月
１
日
ま
で

に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
る

た
め
、
被
保
険
者
証
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

後
日
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

国民健康保険
被保険者証

　有効期限　平成３０年７月３１日
記号　島 30　番号　999999

氏　　　　　名　南会津　太郎
生　年　月　日　昭和○○年  7 月８日
資格取得年月日　平成○年○ 月○日
交 付 年 月 日　平成２９年 ８月 １日　　　性別　　男
世 帯 主 氏 名　南会津　太郎
住　　　　　所　福島県南会津郡南会津町
　　　　　　　　田島字後原甲３５３１番地 1 
発 行 番 号 ○○○○
保険者番号 ○○○○

み ほ ん

70
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
方
の

　
　

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

院
と
も
、
個
人
単
位
で
一
医
療
機
関

の
窓
口
で
の
支
払
い
は
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
は
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
担
当
窓

口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
よ
り
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方
を
対
象
に
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
の
自
己
負
担
限
度
額
が
左
表
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
。

　

外
来
（
個
人
単
位
）
の
限
度
額　

を
適
用
後
、
入
院
と
合
算
し
て　

の

限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。
外
来
・
入 Ａ

Ｂ

【自己負担限度額（月額）】

所 得 区 分 外来＋入院（世帯単位）　　外来（個人単位）　　

現 役 並 み
所 得 者 ５７, ６００円

８０, １００円
　　医療費が 267,000 円を超えた場合は、
　　その超えた分の１％

一 般
１４, ０００円

 年間（８月～翌年７月）の
 限度額は 144,000 円

５７, ６００円
 過去 12 か月以内にＢの限度額を超えた
 支給が４回以上あった場合、４回目以降
 は 44,400 円

低所得者Ⅱ ８, ０００円 ２４, ６００円
低所得者Ⅰ ８, ０００円 １５, ０００円

　　※ 75 歳到達月は、国保と後期高齢者医療制度の限度額がそれぞれ
　　　２分の１となります。

Ａ Ｂ

過去 12 か月以内に　の限度額を超えた
支給が４回以上あった場合、４回目以
降は 44,400 円

Ｂ
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総務課　総務係　　　　　　　　０２４１- ６２- ６１００
舘岩総合支所　町民課　総務係　０２４１- ７８- ３３２０
伊南総合支所　町民課　総務係　０２４１- ７６- ７７１１
南郷総合支所　町民課　総務係　０２４１- ７２- ２１１１

区分 種類 内　　　容

第
１
次
試
験

教養
試験

職員として必要な一般知識
と知能に対する、択一式の
筆記試験

専門
試験

土木
建築

各種
検査

事務適性検査、一般性格診断
検査、職場適応性検査

第
２
次
試
験

第１次試験合格者に対して、
小論文や集団討論、個別面
接等による試験

①
第
１
次
試
験

 【 

日
時 

】
９
月
17
日
（
日
）

　

受
付
：  

午
前
９
時
～
午
前
９
時
30
分

　

試
験
：  

午
前
10
時
～ 

 【 

場
所 

】
県
立
田
島
高
等
学
校

　
　
　
　
（
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
番
地
）

②
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
総
務
課
お
よ
び
各

総
合
支
所 

町
民
課
で
交
付
し
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

８
月
10
日
（
木
）

※
郵
送
の
場
合
も
同
日
必
着

町
職
員
採
用
候
補
者
試
験（
高
校
卒
程
度
）の
ご
案
内

～ 

と
も
に
町
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か 

～

試　

験　

方　

法

試験職種 採用予定人員

一般事務 若干名

土　　木 若干名

建　　築 若干名

試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に

　

該
当
し
な
い
者

③
年
齢
資
格
等

【
一
般
事
務
】

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
学
歴
不
問
）

【
土
木
・
建
築
】

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
学
歴
不
問
）

受　

験　

資　

格

試
験
日
時
・
場
所

申　

込　

方　

法

申　

込　

締　

切

役場新庁舎（平成２９年７月１８日開庁）

[ [
平成２９年５月１６日から６月１５日の間に、納税（応援寄付金）いただいた方々をご紹介します。

ふるさと納税（応援寄付金）  ありがとうございます
住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

埼玉県和光市 近藤　　正　様 福島県郡山市 本栁　枝美　様 東京都葛飾区 関　　克紀　様
東京都日野市 中嶋　孝治　様 福島県郡山市 黄　　英雄　様 神奈川県相模原市 手塚　康太　様
東京都品川区 齋藤　和己　様 愛知県岡崎市 佐野　利治　様 東京都江東区 佐藤　　茂　様
福島県会津若松市 髙﨑　祐介　様 神奈川県大和市 目代佳緒里　様 福島県福島市 佐藤　勝三　様
和歌山県和歌山市 澤井　宥二　様 埼玉県さいたま市 青島　　優　様 神奈川県横浜市 山内　大三　様
北海道札幌市 小野寺　望　様 埼玉県さいたま市 青島　朋子　様 神奈川県川崎市 湯田　記章　様
神奈川県相模原市 永山　飛鳥　様 埼玉県さいたま市 麥倉　祐一　様 匿名希望 ２１件

計 ４１件

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
旧
大
宮
市
の
者
で
す
。
子
ど

も
の
頃
、
旧
舘
岩
村
の
自
然
の

家
林
間
学
校
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
、
恩

返
し
を
し
よ
う
と
思
い
、
応
援

寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
効
に
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
さ
い
た
ま
市
（
旧
大
宮
市
）

出
身
・
在
住
の
者
で
す
。
舘
岩

少
年
自
然
の
家
で
過
ご
し
た
林

間
学
校
の
思
い
出
が
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
と
っ
て

も
豊
か
な
自
然
の
中
で
と
っ
て

も
楽
し
く
貴
重
な
経
験
が
で
き

ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
も
、

さ
い
た
ま
市
の
農
業
祭
で
、「
舘

岩
」
の
文
字
を
見
る
と
ウ
キ
ウ

キ
し
、
赤
か
ぶ
漬
や
お
蕎
麦
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
舘
岩
」

が
よ
り
素
敵
な
場
所
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。

▼
高
校
卒
業
時
（
昭
和
33
年
）

ま
で
、
住
ん
で
い
ま
し
た
。
更

に
住
み
よ
い
町
に
向
か
っ
て
！

▼
父
親
が
近
隣
出
身
な
の
で
申

し
込
み
ま
し
た
。
１
万
円
で
適

正
な
物
も
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
福
島
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
南
郷
が
妻
の
実
家
で
す
。
自

然
が
豊
か
、
大
切
に
。
子
育
て

に
は
良
い
環
境
。
応
援
し
て
ま

す
。

▼
私
た
ち
夫
婦
の
ふ
る
さ
と
で

す
。
母
親
二
人
と
も
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
元
気
な
故
郷
で
あ
っ
て
欲

し
い
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

▼
今
年
会
津
に
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

ふるさと納税がクレジット決済できるようになりました。
パソコンやスマートフォンからも申込みできます。
詳しくは町ホームページをご覧ください。

総合政策課 地域振興係
0241-62-6240

問南会津町 ふるさと納税

▼
さ
く
ら
ア

ス
パ
ラ
楽
し

み
に
し
て
い

ま
す
。

▼
南
会
津
町

大
好
き
で

す
！
頑
張
っ

て
く
だ
さ

い
！

企 業 支 援 ＆ Ｕ・Ｉターン
製造業などの設備投資を支援・若者のふるさと回帰を促進

【ふるさと同窓会支援事業】
　町内で開催する同窓会を通じて、ふるさとの良さを再認識
することで、ふるさと回帰を促進します。
◆対象
　本年度に２５歳から３５歳を迎える方（同学年齢）
　※対象者への支援は、年度内で１回限り。
◆条件
①本町出身者で、原則１０人以上の同窓会を開催すること。
　なお、小・中・高校の区分は問いません。
②「①」の人数のうち、現在南会津郡外に住んでいる方が５
人以上参加していること。
③町内の飲食店または宿泊施設で開催すること。
④飲食前に、町の定住対策の説明時間を設けること。
◆支援内容
　南会津郡内からの参加者：１人あたり３, ０００円
　南会津郡外からの参加者：１人あたり５, ０００円

【地域活力創生事業】
　雇用の安定確保と産業競争力を高めるため、町内企業の設備投
資を支援します。
◆対象（次の要件を全て満たす場合）
①町内で、製造業など（製造業・情報通信業）を営む中小規模企
　業または新規創業企業
②町内に住所を有する法人または個人（操業場所が町内で、本社
　などが町外の場合を含む。）
③２人以上（新規創業企業は３人以上）の雇用者を有すること。
④町商工会の会員であること。
⑤町税を滞納していないこと。
◆支援内容

区　分 補　助　率 限度額
中小規模企業 対象経費の１/ ２以内 ２００万円
新規創業企業 対象経費の１/ ２以内 ４００万円

　※平成２８年度に、この補助金の交付を受けている場合は、
　　対象となりません。 商工観光課　0241-62-6200問
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エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

【
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
】

　

土
づ
く
り
と
化
学
肥
料
・
化
学
農

薬
の
低
減
に
一
体
的
に
取
り
組
む

「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の

導
入
に
関
す
る
計
画
」
を
作
成
し
、

県
知
事
の
認
定
を
受
け
た
方
で
す
。

　

農
業
生
産
性
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
生
態
系
が
有
す
る
自
然
循
環
機

能
を
生
か
し
、
環
境
と
共
生
す
る
農

業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
】

　

生
産
物
の
量
や
品
質
を
確
保
し
な

が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
農
地
の
生
産

力
を
維
持
・
増
進
す
る
生
産
方
式
で
、

「
た
い
肥
等
施
用
技
術
」「
化
学
肥
料

低
減
技
術
」「
化
学
農
薬
低
減
技
術
」

の
３
つ
の
技
術
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

【
町
内
の
認
定
状
況
】

　

平
成
29
年
３
月
末
現
在
で
、

３
２
４
人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
Ｐ
Ｒ
マ
ー
ク
】

　
「
エ
コ
農
産
物
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

な
ど
に
貼
る
Ｐ
Ｒ
マ
ー
ク
を
作
成
し

ま
し
た
。

【
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
な
る
に
は
】

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

農
林
課
農
政
係

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
２
０

JA
会
津
よ
つ
ば
田
島
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

０
２
４
１
（
６
３
）
１
１
７
２

南
会
津
農
林
事
務
所
農
業
振
興
普
及
部

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
６
４

追
払
い
花
火
の
使
用
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

有
害
鳥
獣
の
追
払
い
に
使
用
さ
れ

る
「
花
火
」
の
暴
発
事
故
が
、
全
国

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
薬
を
使
用
し
て
い
る
花
火
は
常

に
暴
発
の
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
事

故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
製
品
を

直
接
手
に
持
た
ず
、
杭
な
ど
に
固
定

し
て
安
全
を
確
認
し
た
う
え
で
、
正

し
く
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

電
気
柵
の
安
全
管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

有
害
鳥
獣
対
策

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
を
目

的
と
し
た
「
電
気
柵
」
が
、
町
内
で

も
多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
気
柵
は
、文
字
ど
お
り
「
電
気
」

に
よ
り
有
害
鳥
獣
の
進
入
を
防
ぐ
も

の
で
す
が
、
常
に
感
電
事
故
の
危
険

性
が
伴
い
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

器
具
類
の
定
期
的
な
点
検
と
安
全
確

保
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

－ 安全確保を徹底するために －
①周囲の人が容易に視認できる位置や間
　隔で設置するとともに、見やすい文字
　で注意看板を立てるなどの危険表示を
　してください。
②３０ボルト以上の電源装置（家庭用コ
　ンセントや高電圧バッテリーなど）か
　ら電気を供給するときは、電気用品安
　全法に基づき漏電遮断機※を必ず設置
　してください。
※漏電遮断機とは・・・
◆１５㎃以上の漏電が０. １秒間以上発生
　したときに、電気を遮断する装置です。
◆漏電遮断機が内蔵された機器もあるの
　で、カタログや購入先にご確認くださ
　い。

【
有
害
鳥
獣
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
】

農
林
課
林
政
係

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
２
０

●
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
パ
ン
フ
レ

　

ッ
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

認
知
症
と
は
・
・
・

　

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど

脳
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気
で
、「
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」「
血
管

性
認
知
症
」「
レ
ビ
ー
小
体
認
知
症
」

な
ど
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　

代
表
的
な
症
状
と
し
て
記
憶
障
害

（
物
忘
れ
）
が
あ
り
ま
す
が
、
老
化

に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」
と
は
違
っ
て

記
憶
が
ま
る
ご
と
抜
け
て
し
ま
う
た

め
、
本
人
に
は
忘
れ
た
と
い
う
自
覚

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「もの忘れ」の症状
老化によるもの 認知症によるもの

・もの忘れを自覚できる
・出来事の記憶の一部が消
　える
・ヒントをもらえば思いだ
　せる
・年や日付、曜日を間違え
　ることがある
・日常生活に大きな支障は
　ない

・忘れたという自覚がない
・出来事の記憶がまるごと
　消える
・ヒントをもらってもピン
　とこない
・年や日付、曜日、季節が
　わからなくなる
・日常生活に支障が出る

発
症
後
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
、
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～ 

環
境
と
共
生
す
る
農
業
に
取
り
組
む
た
め
に 

～

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
が
生
産
し
た
農

産
物
を
出
荷
・
販
売
さ
れ
る
方
（
個

人
、
出
荷
団
体
な
ど
）
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
シ
ー
ル
な
ど
の
作
成
費
用
は
自
己

　

負
担
で
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

早
期
発
見
が
大
切

　

原
因
に
よ
っ
て
は
、
早
期
の
発
見

で
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
で
、
治

療
が
で
き
た
り
進
行
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り

　

聞
い
た
り
す
る

○
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
目

　

立
つ
よ
う
に
な
る

○
時
間
や
日
付
、
場
所
の
感
覚
が

　

あ
や
ふ
や
に
な
る

○
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く

　

な
る

　

な
ど
、
い
く
つ
か
気
に
な
る
変
化

が
あ
っ
た
と
き
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
し
、必
要
な
と
き
は
専
門
医（
精

神
科
・
神
経
内
科
な
ど
）
を
紹
介
し

て
い
た
だ
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
時
間
や
場
所
の
見
当

識
障
害
や
物
事
を
的
確
に
判
断
す
る

機
能
、
す
ぐ
理
解
す
る
機
能
な
ど
が

低
下
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

地
域
や
職
場
な
ど
で
認
知
症
へ

の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
よ
き
理

解
者
と
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

講
座
で
、
受
講
者
に
は
応
援
者
の

証
と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

５
人
以
上
の
受
講
者
が
あ
れ
ば

随
時
開
催
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

南
会
津
地
区
会

　

悩
み
な
ど
を
抱
え
込
ま
ず
、
経

験
者
の
話
を
聞
い
た
り
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
「
に
こ
に

こ
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

世
話
人
代
表　

青
島　

ヤ
ヨ
イ

　

０
２
４
１
（
６
６
）
２
４
１
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
の
総
合
的
な
相
談
窓
口

で
す
。

　

日
常
生
活
や
医
療
、
介
護
な
ど
、

不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

社
会
福
祉
協
議
会
介
護
事
業
所

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
６
１

　

社
会
福
祉
協
議
会
西
部
事
務
所

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
１
３
１

「オレンジリング」は認知症サポーターの証認知症カフェ「オレンジの花」公開講座のようす

認
知
症
カ
フ
ェ「
オ
レ
ン
ジ
の
花
」

【
開
催
日
時
】

　

毎
月
第
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　

会
津
田
島
祇
園
会
館

【
内
容
】

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
話
し
合

い
や
専
門
職
員
に
相
談
で
き
る
ほ

か
、公
開
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
16
日
に
「
認
知
症
と
自
動

車
運
転
」
に
関
す
る
講
演
を
開
催

し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
８
７
０
０
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

田
島
太
鼓「
龍
巳
会
」が
快
挙
！

　

日
本
代
表
（
国
際
親
善
大
使
）
と
し
て〝
台
湾
〟へ

　

こ
の
ほ
か
先
月
に
は
、
世
界
に
誇
る
一
大
リ

ゾ
ー
ト
地
〝
ハ
ワ
イ
〟
で
開
催
さ
れ
た
「
ま
つ

り
in
ハ
ワ
イ
」
に
も
参
加
。

　

ハ
ワ
イ
州
の
公
認
を
受
け
て
い
る
こ
の
文
化

イ
ベ
ン
ト
に
は
毎
年
、
世
界
各
国
か
ら
２
０
０

～
３
０
０
の
団
体
が
参
加
し
、
郷
土
・
伝
統
芸

能
の
披
露
や
、
独
自
の
文
化
や
特
産
品
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

龍
巳
会
は
、
代
表
曲
の
「
天
狐
白
狐
」
を
主

軸
に
ワ
イ
キ
キ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
で

演
奏
を
披
露
。

「
南
会
津
の
音
」

を
響
か
せ
な
が

ら
、
南
会
津
地

域
の
魅
力
や
風

評
被
害
払
拭
の

た
め
の
安
全
・

安
心
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、

和
太
鼓
を
通
じ

て
各
国
の
参
加

者
ら
と
交
流
を

深
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

ま ち の 話 題
news ＆ topics

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
喜
び
が
い
っ
ぱ
い

　

会
津
鉄
道
㈱
「
お
座
ト
ロ
展
望
列
車
」
試
乗
会

さ
ん
か
ら
「
そ
れ
で
は
列
車
に
案
内
し
ま
す
。」

と
声
が
か
か
る
と
、
一
斉
に
列
車
の
中
へ
飛
び

込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
会
津
下
郷
駅
～
弥
五
島
駅
間
に
あ
る

ト
ン
ネ
ル
内
、
ト
ロ
ッ
コ
席
限
定
で
「
ト
ン
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
」
が
上
映
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
映
し
出
さ
れ
た
映
像
を
見
て
い

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
塔
の
へ
つ
り
駅
～
湯
野
上
温
泉
駅

間
に
あ
る
「
鉄
橋
上
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
で

停
車
す
る
と
、高
い
と
こ
ろ
は
苦
手
な
り
に
も
、

目
に
映
り
こ
ん
で
く
る
壮
大
な
景
色
に
感
動
し

て
い
た
よ
う
す
で
し
た
。

　

停
車
駅
の
湯
野
上
温
泉
駅
は
、
日
本
で
も
珍

し
い
「
茅
葺
き
屋
根
の
駅
舎
」。

　

駅
舎
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
し
た
あ
と
は
隣

接
す
る
足
湯
に
入
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
津
鉄
道
沿
線
市
町
（
会
津
若
松
市
・
会
津

美
里
町
・
下
郷
町
・
南
会
津
町
）
の
、
保
育
所

（
園
）・
幼
稚
園
児
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
お
座
ト
ロ
展
望
列
車
」
試
乗
会
。

　

南
会
津
町
で
は
、
全
７
つ
の
保
育
所
な
ど
の

年
長
児
を
対
象
に
、
６
月
20
日
・
21
日
の
両
日
、

臨
時
列
車
が
会
津
田
島
駅
～
湯
野
上
温
泉
駅
を

往
復
し
ま
し
た
。

　

会
津
田
島
駅
に
集
合
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

早
く
乗
り
た
く
て
仕
方
が
な
い
よ
う
す
。
駅
長

　

渡
部
龍
大
さ
ん
は
、「
ハ
ワ
イ
で
は
、
演
奏

す
る
前
段
の
準
備
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
の
経

験
を
生
か
し
て
台
湾
に
臨
み
、
ハ
ワ
イ
以
上
に

南
会
津
の
音
を
奏
で
て
演
奏
を
し
て
き
た
い
。

そ
し
て
、
各
国
か
ら
の
参
加
者
と
の
交
流
も
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。」
と
意
気
込
み
と
期
待

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

まつり in ハワイでの演奏のようす

　

台
湾
宜
蘭
県
で
開
催
さ
れ
る
青
少
年

文
化
交
流
の
中
で
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン

ト
、「2017 Yilan International 

Children's Folklore & Folkgam
es 

Festival

」
に
、
７
月
25
日
～
８
月
３

日
の
日
程
で
出
場
す
る
「
龍
巳
会
」。

　

舞
台
公
演
や
民
族
文
化
の
展
示
な
ど

の
文
化
交
流
を
積
極
的
に
推
進
し
、
ユ

ネ
ス
コ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
世
界
平
和

の
貢
献
」
へ
の
参
与
を
目
的
と
し
て
い

る
「
国
際
民
間
文
化
芸
術
交
流
協
会

（IOV

‐JAPAN

）」
か
ら
連
絡
を
受
け

た
の
が
平
成
29
年
3
月
。

　

毎
年
日
本
か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
国
内
お
よ
び

現
地
審
査
を
経
て
日
本
代
表
（
国
際
親

善
大
使
）チ
ー
ム
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

福
島
県
内
で
は
龍
巳
会
が〝
初
出
場
〟に

な
り
ま
す
。

　

約
20
か
国
か
ら
青
少
年
が
参
加
す
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

の
演
奏
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

台湾公演に向け練習に励むメンバー（御蔵入交流館多目的ホール）

龍巳会の中高生メンバー（台湾には他に小学生も参加します。）
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

南会津高の生徒が職場体験
町の仕事を肌で感じる

　

６
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間
、
県
立

南
会
津
高
等
学
校
２
年
生
の
渡
部
英
司
さ
ん

が
、
職
場
体
験
学
習
で
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
体
験
で
き
な
い
「
町
の
仕
事
」。
受

入
側
も
業
務
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
初
日
は

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
演
劇
鑑
賞
キ
ッ
ズ

シ
ア
タ
ー
の
裏
方
作
業
〝
バ
ラ
シ
〟（
舞
台
設

備
の
撤
去
）
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
午
前
中
は
議
会
６
月
定
例
会
本
会

議
（
一
般
質
問
）
で
議
会
広
報
用
の
写
真
撮
影
、

午
後
は
永
田
区
の
地
籍
調
査
で
土
地
の
境
界
に

杭
打
ち
を
実
施
、
最
終
日
の
午
前
中
は
引
き
続

き
永
田
区
の
地
籍
調
査
、
午
後
は
新
庁
舎
を
見

学
し
な
が
ら
、
構
造
や
各
階
の
配
置
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

将
来
は
消
防
士
に
な
り
た
い
と
話
す
渡
部
さ

ん
、
職
場
体
験
で
得
た
体
験
や
町
民
な
ど
と
の

ふ
れ
あ
い
が
、
そ
の
志
の
一
助
に
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

地籍調査で杭を打ち込む渡部さん

道路整備による地域振興と住民生活の向上に取り組む
会津縦貫南道路沿線振興協議会を設立

　

国
道
１
２
１
号
の
町
内
区
間
は
、
生
活
路
線

と
し
て
の
機
能
は
も
と
よ
り
、
産
業
や
経
済
の

発
展
、
地
域
間
交
流
を
核
と
し
た
地
域
発
展
に

欠
か
せ
な
い
重
要
路
線
で
す
。

　

平
成
27
年
４
月
に
は
５
工
区
・
下
郷
田
島
バ

イ
パ
ス
が
新
た
に
事
業
化
さ
れ
、
緊
急
時
の
代

替
性
の
確
保
や
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
、

渋
滞
解
消
と
地
域
連
携
の
強
化
な
ど
、
沿
線
自

治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
、
早
期
の
本

格
着
工
、
整
備
促
進
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

6
月
20
日
、
本
庁
舎
で
協
議
会
の
設
立
総
会設立総会のようす

が
開
催
さ
れ
、
会
津
縦
貫
南
道
路

の
整
備
を
契
機
と
し
、「
ひ
と
・

も
の
」
の
好
循
環
に
よ
る
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
た

め
の
、
事
業
計
画
や
予
算
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

世代間交流で貴重な体験
田島小でふれあい教室

　

田
島
地
域
内
の
小
学
校
で
は
年
に
一
回
、
田

島
寿
学
園
生
が
各
小
学
校
へ
出
向
い
て
、
世
代

間
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
身
近
な
材
料
を
活
用
し
て
「
割
り

箸
鉄
砲
」「
切
り
絵
」「
万
華
鏡
」
な
ど
の
、
玩

具
の
作
り
方
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
は
作
っ
た
も
の
で
工
夫
し
な

が
ら
遊
び
ま
す
。

　

６
月
６
日
、
田
島
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
ふ

れ
あ
い
教
室
で
は
、
は
じ
め
に
昔
話
し
語
り
部

会
の
渡
部
栄
子
さ
ん
を
招
い
て
、「
で
で
ん
坊
」

「
カ
オ
ス
ど
ん
と
さ
る
ど
ん
」
と
い
う
題
の
昔

話
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
９
種
類
の
玩
具
作
り
は
、
子
ど
も
た
ち

と
の
〝
ふ
れ
あ
い
〟
を
と
お
し
て
、
物
を
大
切

に
し
よ
う
と
す
る
心
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
の

今
後
の
成
長
に
大
き
く
生
か
さ
れ
ま
す
。

ふれあい教室のようす（写真は「割り箸鉄砲」作り）

４酒蔵の振る舞い酒でほろ酔い気分
乾杯条例特別企画！

　

６
月
21
日
、南
会
津
町
乾
杯
条
例
の
制
定（
平

成
25
年
６
月
21
日
）か
ら
５
年
目
を
記
念
し
て
、

「
南
会
津
の
地
酒
と
食
材
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」

が
、会
津
田
島
駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

仕
事
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
地
域
住
民
の

方
々
、
さ
ら
に
は
お
酒
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
女

性
な
ど
約
３
０
０
人
が
来
場
し
、
ア
ス
パ
ラ
の

一
夜
漬
け
や
ニ
シ
ン
の
山
椒
漬
け
を
片
手
に
振

る
舞
い
酒
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
地
酒
を
使
用
し
て
作

ら
れ
た
プ
リ
ン
の
販
売
や
、
商
工
会
青
年
部
が

開
発
し
た
「
特
製
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
」
が
提
供
さ

れ
た
ほ
か
、
大
吟
醸
が
当
た
る
抽
選
会
も
開
催

さ
れ
る
な
ど
、〝
チ
ョ
ッ
ト
一
杯
〟
に
ち
ょ
う

ど
良
い
時
間
を
過
ご
す
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

終
了
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が
町
内
の
飲
食
店
に
足
を

運
ん
で
い
ま
し
た
。

戸中下モ原納税貯蓄組合に知事感謝状を贈呈
県税の納期内納付に貢献

星佐和次組合長（左）・大宅町長（右）

　

昭
和
35
年
に
設
立
し
た
「
戸
中
下
モ
原
納
税

貯
蓄
組
合
」
は
、
平
成
27
年
に
南
会
津
地
方
振

興
局
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る
な
ど
、
県

税
や
町
税
の
納
期
内
納
付
、
さ
ら
に
は
納
税
意

識
の
高
揚
に
長
き
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
て
き
ま

し
た

　

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
、
福
島
県
知
事
よ
り
優
良
納
税
貯
蓄
組

合
知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
６
月
６
日
に
星

佐
和
次
組
合
長
が
受
賞
の
報
告
の
た
め
町
長
室

を
訪
れ
ま
し
た
。

来場者全員で“カンパイ”

渡部東さんに税務署長感謝状を贈呈
納税推進に多大な貢献

　

渡
部
東
さ
ん
（
田
島
地
域
・
羽
塩
）
は
、
平

成
11
年
５
月
に

（公社）
南
会
津
法
人
会
の
理
事
に
就

任
。
以
降
、
平
成
19
年
か
ら
は
副
会
長
、
平
成

21
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
会

を
牽
引
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
、
会
員
に
対
し
て
電
子
申
告
「
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
を
推
進
す
る
ほ
か
、「
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
利
用
宣
言
」
を
す
る
な
ど
、
継
続
的
に

利
用
推
進
に
向
け
た
活
動
を
展
開
。
ま
た
、「
税

を
考
え
る
週
間
」
の
記
念
行
事
と
し
て
、「
税

に
つ
い
て
の
作
文
・
絵
は
が
き
優
秀
作
品
発
表

会
」
や
小
中
学
校
に
対
す
る
租
税
教
室
の
開
催

な
ど
、
租
税
教
育
へ
の
尽
力
と
税
務
行
政
の
運

営
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
認
め
ら

れ
、
６
月
27
日
に
小
関
衛
治
田
島
税
務
署
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

感謝状を贈呈される渡部東さん（右）

縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
に
５
人
を
委
嘱

結
婚
を
考
え
る
方
の
心
強
い
味
方

　

近
年
は
人
口
減
少
が
著
し
く

進
み
、
町
の
人
口
も
10
年
前
と

比
べ
る
と
約
３
５
０
０
人
減
少

し
て
い
ま
す
。
単
純
に
１
年
間

で
３
５
０
人
、
大
げ
さ
に
言
え

ば
、
20
日
で
19
人
が
減
少
し
て

い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

町
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
平
成
28
年
７
月
か
ら
「
縁

結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
委
嘱
し

て
結
婚
相
談
者
へ
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
６
月
28
日
、

平
成
29
年
度
の
サ
ポ
ー
タ
ー

（
再
任
を
含
む
）
５
人
に
、
大

宅
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
婚
相
談
は
も
ち
ろ
ん
相
談

者
の
意
識
改
革
な
ど
、
相
手
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や

結
婚
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
も
支

援
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
は
平
成
29
年
度

か
ら
、
結
婚
し
た
方
の
新
生
活
を

応
援
す
る
た
め
、
住
居
費
（
賃
借

に
要
す
る
費
用
）や
引
越
費
用
を
、

最
大
24
万
円
補
助
す
る
制
度
を
新

設
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

左から、五十嵐公治さん（南郷）・星　善光さん（舘岩）・星美矢子さん（田島）
酒井惣一さん（南郷）・澤田けい子さん（田島・右上）

私たちが結婚をサポートします

【結婚支援に関する相談・問合せは】
総合政策課　企画政策係

電話　０２４１- ６２- ６２１０



広報みなみあいづ 2017.721 202017.7 広報みなみあいづ

交 流 広 場

　

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
に
地

域
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
始
ま
っ

た
、
南
会
津
の
野
外
音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
大
宴
会
」
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

健
康
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
主
に
20
代
・
30
代
が

中
心
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、
楽

し
み
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

た
い
方
は
、是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

大
宴
会
in
南
会
津
２
０
１
７

私たちとイベントを盛り上げましょう！

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
中
！

【
応
募
締
切
】

　

７
月
31
日
（
月
）

【
応
募
資
格
】

　

18
歳
以
上
の
健
康
な
方

【
応
募
方
法
】

　

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中
」
の
リ
ン

ク
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

http://daienkai.org/

【
問
合
せ
】

　

大
宴
会
in
南
会
津
２
０
１
７

　

代
表　

五
十
嵐　

大
輔

　
（CAF  JI-M

AM
A

）

　

daienkai.honbu@gm
ail.com

標
高
１
０
０
０
㍍
の
星
空
を
見
に
行
こ
う
！

「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｏ
」
い
よ
い
よ
７
月
25
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

【
公
式
サ
イ
ト
】

　

http://hoshinajo.jp/

　

☆
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
☆

【
問
合
せ
】

　

会
津
高
原
星
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
（
事
務
局
：
会
津
ア
ス
ト

リ
ア
ホ
テ
ル
内
）

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
３
１
９
９

メ
ー
ルinfo@

hoshinajo.jp
参
加
費

　

高
校
生
以
上　

１
７
０
０
円

　

小
中
学
生　

１
０
０
０
円

　

未
就
学
児　

無
料

そ
の
他

　

地
元
語
り
部
さ
ん
に
よ
る
民
話

や
、
占
星
料
理
研
究
家
の
月
村
き
の

さ
ん
に
よ
る
12
星
座
占
い
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

●
履
物

　

ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー
ス
内
で
星
空
を

観
賞
し
ま
す
の
で
、
ヒ
ー
ル
・
下
駄

な
ど
で
お
越
し
の
方
は
別
途
ス
ニ
ー

カ
ー
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
一
時
的
に
履
き
替
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。）

●
服
装

　

夜
間
は
肌
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、

防
寒
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
売
店
で
は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
な
ど
を

販
売
し
て
い
ま
す
。）

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｏ
っ
て
な
に
？

　

標
高
１
０
０
０
㍍
に
広
が
る
会
津

高
原
た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
し
て
い
る
、
手
ぶ
ら
で
星
空

観
賞
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

読
み
は
〝
ほ
し
な
じ
ょ
〟、
会
津

地
方
の
方
言
で「
星
ど
う
で
す
か
？
」

と
い
う
意
味
で
す
。

時
間

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所

　

会
津
高
原
た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
ゴ
ル
フ
場
本
コ
ー
ス
）

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問い合わせ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

相
　
談

続
き
を
す
る
場
合
な
ど
、
電
話
で
通
訳
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。（
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
。）

　

火
曜
日
～
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

　

日
本
語
・
英
語
・
中
国
語

　

木
曜
日
（
第
４
・
５
木
曜
日
は
要
予
約
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　

タ
ガ
ロ
グ
語
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）・
韓
国
語
・

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　
（
公
財
）
福
島
県
国
際
交
流
協
会

　

相
談
専
用
：
０
２
４
（
５
２
４
）
１
３
１
６

　

０
２
４
（
５
２
１
）
８
３
０
８

　

ask@w
oldvillage.org

日問℡Ｅ 日Ｆ

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
６
か
月
の
職
業

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要

望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
設
備
技
術
コ
ー
ス

　

９
月
５
日
～
翌
年
２
月
28
日
ま
で
（
６
か
月

　

間
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

　

会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西

　

２
９
２

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

15
人

　

無
料

　

８
月
８
日
（
火
）

　

選
考
日　

８
月
16
日
（
水
）
午
前
９
時
～

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

０
２
４
２
（
２
６
）
０
５
２
０

　

０
２
４
２
（
２
６
）
１
５
８
５

「
職
業
訓
練
生
」を
募
集
し
ま
す

日 内対問℡ 注 締 定料Ｆ 問℡ 場

日場料注℡ 問
　

東
京
電
力
㈱
か
ら
「
請
求
書
②
」
が
届
い
て

　

い
る
方

　

宅
地
、
建
物
の
賠
償
額
の
見
方
や
算
定
方
法

　

な
ど

　

随
時
開
催
（
平
日
の
み
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
１
件
あ
た
り
30
分

　

原
則
５
市
内
（
福
島
市
・
郡
山
市
・
会
津
若

　

松
市
・
南
相
馬
市
・
い
わ
き
市
）

　

無
料

　

・
希
望
日
の
２
週
間
以
上
前
ま
で
に
ご
連
絡

　
　

く
だ
さ
い
。

　

・
調
整
の
う
え
実
施
し
ま
す
が
、
希
望
に
沿

　
　

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

・
不
動
産
鑑
定
士
が
評
価
額
を
算
定
し
た

　
　

り
、
賠
償
額
を
示
し
た
り
す
る
も
の
で
は

　
　

あ
り
ま
せ
ん
。

　

福
島
県　

原
子
力
損
害
対
策
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
８
２
１
６

内

原
子
力
損
害
賠
償「
個
別
相
談
」の

お
知
ら
せ

　

福
島
県
で
は
、
県
弁
護
士
会
や
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
と
連
携
し
て
対
面
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
弁
護
士
に
よ
る
巡
回
法
律
相
談

　

請
求
手
続
き
に
関
す
る
、
不
明
な
点
や
お
困

　

り
の
点
な
ど

　

９
月
６
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

１
件
あ
た
り
30
分

　

南
会
津
合
同
庁
舎
４
階
会
議
室

　

無
料

●
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
個
別
相
談

　

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
、
居
住
制
限
区
域

　

お
よ
び
帰
還
困
難
区
域
（
解
除
済
地
域
も
含

　

む
。）
に
宅
地
、
建
物
を
所
有
す
る
個
人
で
、

日場料 内対

　

福
島
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、「
外
国
出
身

者
の
た
め
の
無
料
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
お

り
、
電
話
や
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
来
所
な
ど
で

相
談
で
き
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
外
国
出
身
者
が
行
政
窓
口
で
各
種
手

外
国
出
身
者
の
た
め
の
無
料
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

（
福
島
県
委
託
事
業
）

お
知
ら
せ
・
募
集

平
成
29
年
度
成
人
式
の
お
知
ら
せ

　

８
月
15
日
（
火
）
午
前
10
時

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
に
お

　

住
ま
い
の
方
と
出
身
者

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

日問℡ 対

【
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
】

◆
望
遠
鏡
の
使
用
方
法
・
星
空
解

　

説
・
受
付
・
販
売
な
ど
、
イ
ベ

　

ン
ト
全
般
の
お
手
伝
い
で
す
。

◆
星
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
が

　

な
く
て
も
大
丈
夫
！ 

一
緒
に

　

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

　

う
！

◆
「
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
興
味
が
あ

　

る
」「
空
き
時
間
で
仕
事
が
し

　

た
い
」
な
ど
、
特
に
〝
方
言
の

　

強
い
方
〟
は
大
歓
迎
で
す
。

◆
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。
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お
知
ら
せ
・
募
集

　

統
計
知
識
・
技
術
の
普
及
向
上
と
次
代
を
担

う
児
童
、
生
徒
を
中
心
に
、
早
い
段
階
か
ら
統

計
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
県
内
の
小

学
生
以
上
の
児
童
、
生
徒
、
学
生
及
び
一
般
県

民
か
ら
統
計
グ
ラ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

観
察
記
録
や
既
存
の
デ
ー
タ
な
ど
を
、
手
描

　

き
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ
に
し
た
ポ
ス

　

タ
ー

　

▽
テ
ー
マ
：
自
由

　

▽
大
き
さ
：
Ｂ
２
版（
72
・
8
㌢
×
51
・
5
㌢
）

　

小
学
生
以
上

　

※
小
・
中
・
高
校
生
は
、
各
学
校
へ
提
出
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
４
日
（
月
）

　

福
島
県
企
画
調
整
部　

統
計
課

　

〒
９
６
０
‐
８
０
４
３
（
住
所
記
載
不
要
）

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
１
４
３

内対締問℡ 第
67
回
福
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
ま
す

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　

18
歳
～
27
歳
未
満

　

年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

筆
記
試
験

　

９
月
16
日
（
土
）
午
後

　

会
津
大
学

　

口
述
試
験
・
身
体
検
査

　

９
月
24
日
（
日
）
～
29
日
（
金
）・
10
月
１

　

日
（
日
）
の
指
定
す
る
１
日

　

福
島
駐
屯
地
・
郡
山
駐
屯
地

●
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

　

18
歳
～
27
歳
未
満

　

年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

筆
記
試
験
・
口
述
試
験
・
身
体
検
査

　

９
月
23
日
（
土
）

　

郡
山
駐
屯
地

●
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
～
27
歳
未
満

　

９
月
８
日
（
金
）
ま
で

　

１
次
試
験
（
筆
記
）

　

９
月
16
日
（
土
）
午
前

　

会
津
大
学

　

２
次
試
験
（
口
述
試
験
・
身
体
検
査
）

　

10
月
５
日
（
木
）
～
８
日
（
日
）
の
指
定
す

　

る
１
日

　

福
島
駐
屯
地
・
郡
山
駐
屯
地

●
航
空
学
生

　

海
：
18
歳
～
23
歳
未
満

　

空
：
18
歳
～
21
歳
未
満

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

場 日 対締内内日場場 日 対締内場 日 対締内場 日 内対

　

９
月
８
日
（
金
）
ま
で

　

１
次
試
験
（
筆
記
）

　

９
月
18
日
（
月
・
祝
）

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部　

会
津
若
松
出

　

張
所

　

〒
９
６
５
‐
０
８
２
５　

会
津
若
松
市
門
田

　

町
大
字
黒
岩
字
大
坪
57
の
１

　

０
２
４
２
（
２
７
）
６
７
２
４

問℡ 締内日場

　

新
た
な
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
、
職
業
訓

練
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
説
明
会
（
施
設
見
学

会
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
会
当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も

体
験
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

７
月
24
日
（
月
）・
31
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

　

会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西

　

２
９
２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

０
２
４
２
（
２
６
）
０
５
２
０

　

０
２
４
２
（
２
６
）
１
５
８
５

「
施
設
見
学
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す

～ 

職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決 

～

日問℡℡Ｆ 問 場

【
試
験
区
分
】

　

高
校
卒
程
度

【
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数
】

　

技
能
労
務
職
・
若
干
名

【
受
験
資
格
】

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事
項
）
に
該

　

当
し
な
い
方

③
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
不
問
）

【
試
験
の
日
時
等
】

○
第
１
次
試
験

　

９
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
受
付

　

県
立
田
島
高
等
学
校

○
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
受
付
締
切
】

　

８
月
10
日
（
木
）

　

※
執
務
時
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

【
受
験
手
続
】

　

申
込
用
紙
は
、
同
組
合
総
務
課
お
よ
び
同
組

合
西
部
環
境
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す
。

　

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合　

総
務
課

　

〒
９
６
９
‐
５
３
４
３

　

下
郷
町
大
字
落
合
字
下
川
原
１
３
８
の
１

　

０
２
４
１
（
６
７
）
２
４
８
０

「
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
」

職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

問℡

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問い合わせ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

【
試
験
の
日
時
等
】

○
第
１
次
試
験

　

９
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
受
付

　

県
立
田
島
高
等
学
校

○
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
受
付
締
切
】

　

８
月
10
日
（
木
）

　

※
執
務
時
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
郵
送
の
場
合
も
同
日
必
着

【
受
験
手
続
】

　

申
込
用
紙
は
、同
組
合
事
務
局
、消
防
本
部
・

本
署
、
消
防
署
各
出
張
所
・
各
分
遣
所
で
交
付

し
ま
す
。

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局

　

〒
９
６
７
‐
０
０
０
４

　

南
会
津
町
田
島
字
西
町
甲
４
３
３
１

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
０
５
４

お
知
ら
せ
・
募
集

【
試
験
区
分
】

　

高
校
卒
程
度

【
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数
】

　

消
防
職
員
・
男
女
若
干
名

【
受
験
資
格
】

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事
項
）
に
該

　

当
し
な
い
方

③
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
普
通
自
動
車
運

　

転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
を
除
く
。）
の
取
得
者

　

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
（
学
歴
不
問
）

「
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
」

職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

問℡

６月 会議・行事名
１ 南会津会理事会 / 南会津地方広

域市町村圏組合議会臨時会
２ 会津高原リゾート・会津高原カ

ントリークラブ株主総会 / 舘岩
地域防犯協会総会

３ 森まさこ国政報告会
４ 「馬頭観音寺石碑群」移設に伴

う法要
５ 小泉武夫氏講演会
６ （公財）ふくしま緑の森づくり

公社定時総会 / 課長会議 / 戸中
地区納税貯蓄組合受賞報告

７ 青少年育成町民会議
８ 只見川電源流域振興協議会総

会
９ 第２回議会定例会（初日）
10 ひめさゆり祭りオープニング

イベント
13 会津鉄道㈱株主総会・取締役会

/ 福島県会津線等対策協議会
14 第２回議会定例会（２日目）
15 第２回議会定例会（３日目）
20 監査委員委嘱状交付式 / チャレ

ンジデー実行委員会 / 会津縦貫
南道路沿線振興協議会設立総会

21 南会津地方町村長視察研修
（初日）

22 南会津地方町村長視察研修
（２日目）

23 南会津地方町村長視察研修
（最終日）

25 ふるさと南会津会総会
26 会津縦貫道整備促進期成同盟

会地方要望
27 ようこそ町長室へ（田島地域）
28 縁結びサポーター委嘱状交付

式
29 南会津会評議会・理事会
30 課長会議 / 政策調整会議

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 38

桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学

２
０
１
７
南
会
津
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
＆
音
楽
講
座
」

　

８
月
３
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分 

開
場

　

①
音
楽
講
座　

午
後
２
時

　
「
歌
を
歌
っ
て
体
内
活
性
化
！
」
ち
ょ
っ
と

　

し
た
呼
吸
と
発
声
を
学
び
、
カ
ラ
オ
ケ
か
ら

　

合
唱
ま
で
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
！

　

講　

師
：
松
井
康
司
教
授

　

②
成
果
発
表　

午
後
３
時

　

大
学
生
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

無
料

※
音
楽
講
座
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
（
予
約
不
要
）

※
こ
の
機
会
に
歌
を
通
じ
て
体
内
活
性
化
し
た

　

い
方
、
カ
ラ
オ
ケ
や
合
唱
な
ど
を
も
っ
と
レ

　

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

　

て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
芸
術
文
化
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
１
１

日内料問℡

　

任
期
満
了
を
迎
え
た
監
査
委
員
に
、
木
下

光
廣
さ
ん
（
田
島
地
域
・
中
荒
井
＝
再
任
）

と
渡
部
勝
善
さ
ん
（
田
島
地
域
・
永
田
＝
再

任
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
平
成
21
年
６
月
か
ら
監
査
委
員

を
務
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
公
平
で
合
理
的
な

監
査
の
執
行
と
、
行
財
政
に
対
す
る
適
正
な

指
導
に
日
々
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し

た
。

　

優
れ
た
識
見
と
監
査
委
員
と
し
て
の
実
績

は
、
町
政
の
発
展
に
一
層
寄
与
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
６
月
20
日
に
町
長
よ
り
委
嘱
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

監査委員に木下さんと渡部さんを再任
監査体制の一層の充実を

木下光廣さん（左）・渡部勝善さん（右）
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月日 病　　院　　名 電　話
７月16日 高 橋 医 院 （南会津町） 0241-62-0040
　　23日 芳 賀 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2128
　　30日 長 谷 川 医 院 （南会津町） 0241-62-0032
８月６日 馬 場 医 院 （南会津町） 0241-62-0141
　　13日 な か や ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-73-2036
　　20日 伊 南 小 野 木 ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-76-7780
　　27日 舘 岩 愛 輝 診 療 所 （南会津町） 0241-78-8688

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

７・８月の日曜当番医

心の健康相談のお知らせ
　南会津保健所では、精神科医師・保健師による「心の健康相談」を実施しています。
　相談は無料で秘密は厳守されますので、悩みや不安のある方は、お気軽にご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

８月25日（金） 13：30～15：00 南会津保健所　面接室
料金は無料です。
予約制ですので、事前に南会津保健所まで
お申込みください。

【問合せ】南会津保健所　保健福祉課　０２４１- ６３- ０３０５

乳幼児健診・相談カレンダー

ー 町の保健事業の問合せは ー

保健センター　　　　　　0241-62-6180

　　　※７月18日からは　0241-62-6170

舘岩総合支所　町民課　健康福祉係 

　　　　　　　　　　　　0241-78-3325

伊南総合支所　町民課　健康福祉係

　　　　　　　　　　　　0241-76-7713

南郷総合支所　町民課　健康福祉係

　　　　　　　　　　　　0241-72-2225

●乳幼児健康診査
期　日 健診内容 受付時間 場　　所 対　象　者

７月19日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 保健センター
（御蔵入交流館内）

平成29年３月生まれ
７月26日（水） １歳６か月児健診 平成27年12月～平成28年１月15日生まれ
８月４日（金） ２歳児歯科健診 平成27年１月～２月生まれ
８月23日（水） ３～４か月児健診 平成29年４月生まれ
８月30日（水） １歳６か月児健診 平成28年１月16日～３月15日生まれ

●乳幼児健康相談
期　日 相談内容 受付時間 場　　所 対　象　者

７月25日（火） ６～８か月児相談 13：30～13：45 保健センター
（御蔵入交流館内） 平成28年11月16日～平成29年１月生まれ

健康通信
Health Information

子宮がん施設検診を実施します
　町が実施している子宮がん検診（集団検診）未受診の方を対象として、次のとおり実施します。
　本年度の子宮がん検診無料クーポン対象者で未受診者の方は、積極的な受診をお願いします。

実施期間 実施医療機関名 対　象　者 受診方法
10月１日～

11月30日 県立南会津病院 平成 29 年度中に 20 歳以上
になる女性で、集団健診を
受診できなかった方
※町助成の人間ドックを受
　診した方は対象外

子宮がん施設検診受診券・
保険証・個人負担金（無料
クーポン券があれば忘れず
に）を持参し、実施医療機
関で受診してください。

８月１日～
12月22日

会津中央病院・竹田綜合病院・なるせとみこ
レディースクリニック・あみウィメンズクリ
ニック・おのぎレディースクリニック

【個人負担金】　２, ０００円
※受診当日、実施医療機関にお支払ください。
※無料クーポン対象者・生活保護受給者の方は無料です。

【受診方法】
　受診券・保険証・個人負担金（無料クーポンがあれば忘れずに）を
持参し、実施医療機関で受診してください。

【申込締切】　１１月３０日（木）
※問合せ先へお申し込みください。
※県立南会津病院を希望する場合は
　１０月３１日（火）まで

納 税 こ よ み
固 定 資 産 税　第２期
国民健康保険税　第１期
介 護 保 険 料　第１期
国 民 年 金　６月分

納期限は７月３１日（月）です

町税に関するお問い合わせ先は
税務課　　　　　　　TEL 0241-62-6110

舘岩総合支所町民課　TEL 0241-78-3325

伊南総合支所町民課　TEL 0241-76-7712

南郷総合支所町民課　TEL 0241-72-2224

健康通信
Health Information

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

廣野詩
う た な

愛ちゃん

（田島）

渡部優
ゆ め

芽ちゃん

（田島）

野邊早
さ え

映ちゃん

（田島）

秋田　櫂
かい

くん

（田島）

小針　遥
はるか

ちゃん

（田島）

渡部　凛
りん

ちゃん

（田島）

朝川琉
りゅうと

斗くん

（田島）

大竹杏
も も か

華ちゃん

（田島）

菊地昊
そ ら り

璃ちゃん

（田島）
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【一般図書】

多動力　　　　　　　　　　　　堀江　貴文　著

天皇１２５代　　　　　　　　　　　廣済堂出版

都知事失格　　　　　　　　　　舛添　要一　著

悪左府の女　　　　　　　　　　伊東　　潤　著

デンジャラス　　　　　　　　　桐野　夏生　著

じごくゆきっ　　　　　　　　　桜庭　一樹　著

ドクター・デスの遺産　　　　　中山　七里　著

満月の泥枕　　　　　　　　　　道尾　秀介　著

おとなのグリム童話　　　　　　金成　陽一　著

怖すぎる実話怪談　　　　結城　伸夫　ほか編著

【児童図書】

広岡浅子　　　　　　　　　　　原口　泉　監修

憲法くん　 　　　　　　　　 　松元　ヒロ　作

はじめて見たよ！セミのなぞ　　新開　孝　写真と文

水素社会　ここが知りたい！　みずな　ともみ　漫画

夏休み！発酵菌ですぐできるおいしい自由研究　小倉　ヒラク　文・絵

瞬間接着剤で目をふさがれた犬純平　　関　朝之さく

ピンクのドラゴンをさがしています　　あんびる　やすこ　著

海のぷかぷか　　　　　　　　　高久　至　写真

金剛山のトラ　　　　クォン・ジョンセン　再話

はなのいろはどこへいくの　　　水野　翠　さく

電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

新 着 本 の ご 案 内

≪おはなし会≫

テーマ 「こわーいはなし」 「へんしん」

期　日 ７月１５日（土） ８月１９日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

イベントのご案内

８月 （Ａｕｇｕｓｔ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

７月 （Ｊｕｌｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

休館日のお知らせ

は休館日

図書館へ行こう！
まちの文芸

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

五
月
雨
の
河
原
に
残
る
重
機
か
な　
　

五
十
嵐
孤
庵

　

腰
痛
の
忘
れ
し
朝
や
白
牡
丹　
　
　
　

湯
田　

畊
道

　

朧
夜
や
発
句
が
酒
の
呼
び
水
に　
　
　

星　
　

柳
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

鴈
帰
る
い
の
ち
の
か
ぎ
り
羽
ば
た
き
て　
　
　

伸
生

　

遠
山
の
手
繰
り
寄
せ
た
き
若
緑　
　
　
　
　
　

ミ
エ

　

夏
め
く
や
足
湯
に
並
ぶ
膝
小
僧　
　
　
　
　
　

良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

洗
い
も
の
百
三
枚
は
過
ぎ
し
夏　
　
　
　

五
十
嵐
ト
メ
子

　

田
植
え
す
る
妣は

は

の
姿
よ
遠
き
日
よ　
　
　
　

酒
井　

里
美

　

一
杯
の
濁
酒
に
酔
ふ
朧お

ぼ
ろ
の
夜　
　
　
　
　
　

星　

美
恵
子

鴫
山
短
歌
会

　

鶯
の
初
音
聞
き
つ
つ
畑
を
打
ち

　
　
　

子
も
手
伝
い
て
馬
鈴
薯
植
え
る　
　

平
野
リ
サ
（
高
野
）

　

山
桜
今
が
盛
り
と
咲
き
揃
い

　
　
　

田
植
え
さ
な
か
の
疲
れ
を
い
や
す　

湯
田　

清
（
栗
生
沢
）

　

古
稀
を
越
え
喜
寿
を
迎
へ
て
か
ら
な
り
や

　
　
　

真
の
人
生
恃た
の

み
て
歩
む　
　
　
　
　

湯
田
恭
之
（
田
沢
）

　７月１９日に決定する第１５７回直木賞の候補作品に、福島県出身作家の
佐藤巖太郎（さとう がんたろう）氏の「会津執権の栄誉」が選ばれています。
　同作品は、相次ぐ当主の死、跡目争いによる家中の軋轢、そして奥羽の覇
権を目指す伊達政宗による侵略や、会津の名家芦名家の滅亡までを熱く克明
に描いた連作短編集です。
　（「湖の武将」「報復の仕来り」「芦名の陣立て」「退路の果ての橋」「会津執
権の栄誉」「政宗の代償」の６作を収録）
　図書館にありますので、ぜひお読みください！

【佐藤巖太郎プロフィール】

　１９６２年福島県生まれ。中央大学法学部

法律学科卒。会社員を経て「夢幻の扉」でオ

ール讀物新人賞を受賞しデビュー。

　アンソロジー小説「決戦！川中島」に掲載

の「啄木鳥（きつつき）」で、第1回 決戦！

小説大賞受賞。

第１５７回 直木賞候補「会
あいづしっけん

津執権の栄
え い よ

誉」

２０１７年４月 文藝春秋刊　佐
さとう

藤巖
がんたろう

太郎（福島県出身）/ 著

◆７月１８日、いよいよ新庁舎が開庁します。防災拠点
　を兼ね備え、住民サービスと事務効率を高めた機能的
　な庁舎です。
◆また、町民にやさしく町民が気軽に利用しやすい、協
　働の町づくりを支えるための庁舎でもあります。
◆引越し作業などでご迷惑をお掛けしますが、どうぞよ
　ろしくお願いします！
　　　　　　　　　E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
　　　　　　　　　総合政策課　舟 木 浩 隆

ご意見・ご要望は

コチラまで！

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆平成２９年７月１日現在

総人口 １６, １８８ 人 （▲４０）
男 ７, ９１６ 人 （▲２１）
女 ８, ２７２ 人 （▲１９）

世帯数 ６, ７８３ 世帯 （▲　６）
※（　）内は前月比

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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栄えある受章栄えある受章栄えある受章
高齢者叙勲　長年の功績が実る

町
の
輝
く
若
者
を
応
援

　

今
回
ご
紹
介
す
る
星
成
昭
さ
ん

（
29
歳
）
は
、
舘
岩
地
域
に
暮
ら
す

若
者
で
す
。

　

現
在
は
、
父
と
一
緒
に
親
子
で
襖

や
障
子
な
ど
の
建
具
作
り
を
し
な
が

ら
新
た
な
製
品
作
り
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
そ
の
一
つ
が
細
木
を
幾

重
に
も
組
み
立
て
た
木
工
製
品
で
す
。

　

中
に
灯
り
を
と
も
す
と
、
木
の
隙

間
か
ら
漏
れ
る
あ
た
た
か
な
光
は
、

見
る
者
す
べ
て
の
心
を
癒
し
て
く
れ

ま
す
。

　

あ
な
た
の
部
屋
に
も
い
か
が
で
す

か
。

星さんが手がける木工製品

【
問
合
せ
】

星
建
具
店　

星　

成な
り
あ
き昭

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
２
４
５
５

メ
ー
ルhoshi.tateguten.117@gmail.com

坂内勝典さん（片貝）佐藤常春さん（長野）「瑞
ずいほうそうこうしょう

寶雙光章」を受賞

　

坂
内
勝
典
さ
ん
と
佐
藤
常
春
さ
ん
が

高
齢
者
叙
勲
「
瑞
寶
雙
光
章
」
を
め
だ

た
く
受
章
さ
れ
、
坂
内
さ
ん
が
平
成
29

年
３
月
31
日
に
、
佐
藤
さ
ん
が
同
年
６

月
20
日
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
内
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
旧
田
島
町

立
荒
海
中
学
校
教
諭
を
振
り
出
し
に
、

35
年
の
長
き
に
わ
た
り
学
校
教
育
に
携

わ
り
、
そ
の
間
、
校
長
と
し
て
２
校
に

勤
務
さ
れ
、
平
成
２
年
３
月
旧
田
島
町

立
檜
沢
中
学
校
長
を
最
後
に
ご
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
旧
明
和
村

立
明
和
小
学
校
（
現
只
見
町
立
明
和
小

学
校
）
教
諭
を
振
り
出
し
に
、
37
年
の

長
き
に
わ
た
り
学
校
教
育
に
携
わ
り
、

校
長
と
し
て
旧
舘
岩
村
立
舘
岩
小
学
校

に
勤
務
さ
れ
、
平
成
２
年
３
月
に
ご
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
、
教
職
員
と
し
て
の
大

半
を
南
会
津
町
内
で
勤
務
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
教
育
に
熱
心
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
お
二
人
の
長
年
の
ご
功

績
が
認
め
ら
れ
、
晴
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

坂内勝典さん佐藤常春さん


